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～取り組もうと思ったきっかけ～ 

•私たちは、フードデザインという授業で「食品ロス」
について学び、 興味を持ちました。 

 



～「食材ロス」を題材にした理由～ 

•家庭から出るゴミの中で一番多いのは・・・ 
 
 

 

 

 

 

 

生ゴミ 
1年間で家庭から出る生ゴミの量は約1千万トン！ 

そのうちの９０％が台所から出る食品のゴミ！！ 

さらに、そのゴミは大量の水分を含んでい

るので重量が大幅プラス！！ 



料理を作ることが当たり前になっていくので、
将来を見据え、ゴミの問題と向き合う。 

• 近年、「食材を無駄なく使う」という意識が低くなり・・・ 

ゴミが増加！！ 

どうしたらゴミを減らせ
るのかしら・・・ 



解決策１ 

「食材管理表」の活用 
• 冷蔵庫など台所で食材を管理している場所に掲示し、食材
の在庫確認を促す。 

• 家族みんなで楽しく取り組めるようイラストなどを使い管理
する。 

• ホワイトボード形式になっており在庫数・不足数を書き込め
るようにする。 

• 買い物をするときに在庫数を意識しながら購入でき、また不
必要な食材を購入しないよう意識づける。 

• 市のホームページで表やイラストボタンシールがダウロード
できたり窓口で簡易的なものを配布できるようにする。 

 



 

 

食品在庫表の開発 
【特徴】 

・冷蔵庫に貼る 
（マグネット、ペン） 
・食材はイラスト 

（マグネットにシールを貼っ
て利用する） 
・食品シールの配布 

（マグネットに貼って利用
する。 
・紙ベースも作成 
 

子どもと一緒にシールを貼った
り在庫を確かめたりと、家族の
絆も深まります。 
    



解決策２ 

「食材管理アプリ」の活用 

•解決策１の「食材管理表」と連動
させてアプリを開発。 

•買い物時に在庫確認が簡単に
できる。 

•在庫食材を利用したメニューの
案内やインターネット上の料理レ
シピサイトにもリンクできる。 

 

買いすぎちゃった・・・ 



アプリ（イメージデモ） 
 
「食品ロス管理」アプリ 
の開発 
 



解決策３ 

「食材ロスメニュー」の活用 

•食材を無駄なく使い切るメニューを考えレシピ集を
作る。 

•市のホームページでレシピをダウンロードできたり、
チラシにしたものをフリーペーパーとして配布する。 

•解決策２と連動。 

 

捨てられやすいものをうまく使え
ばゴミの量を削減できるね！！ 



 

 

 

 

 

 

 

食材ロスレシピを地域の方々、料理関
係者、本校食物調理科の高校生など
のオリジナルレシピなどを開発する。 

紙のものも含め、ホームページでモダ
ウンロードできるようにしたり、市内の
スーパーなどにも置かせていただくな
どし、利用促進を図る。 



解決策４ 

「生ゴミを乾燥させて捨てる」の提案 

•廃棄せざるを得ない食材の水分を可能な限り減ら
して捨てる。 

•細かい目の袋に廃棄食材を入れ暖房器具等の室
外機の熱を利用する。 

•再利用できるもの（コンポストや家庭菜園の肥料）
は有効活用する。 

 



生ゴミを室外機で乾燥させるための 
固定具の開発 

 

写真の固定具は鉄筋を加工して、生ゴミを
入れる網のネットをかけられる仕組みと
なっている。室外機の風で飛ぶことのない
ように、また、使わないときはコンパクトに
たためるように工夫した。 
 なお、この固定具は鉄筋加工マイスターである松原氏（宮本工
業（株）宇部市）とともに開発・作成。 



～期待できる効果～ 

•食材を無駄なく使い切ることで一人当たりのごみの
排出量を減らす。 

•料理を中心的にする人だけでなく家庭内で小さい
子供から高齢者まで楽しみながら簡単に管理がで
きる。 

•情報メディアを活用することで若者も興味関心を抱
きやすくなる。 

•無駄な購入を減らし、また廃棄するごみも意識する
ことで日常生活において当たり前という意識が構築
できる。 

 



～ゴミの減量数値～ 

• 「食材ロスメニュー」で、食材の無駄が無くせる。 

• それでも出てしまうゴミは乾燥させ、コンポストや
家庭菜園の肥料として使える。 

 

つまり一人当たりのゴミの排出量は・・・ 

ほぼ０ｇに等しい！ 

すごい！！ 



食材の廃棄率と水分量における参考資料 
 （野菜情報サイト野菜ナビより抜粋） 



～最後に～ 

 このアイデアは、大人だけでなく子どもと一緒
に楽しみながら取り組めます。小さいうちからゴ
ミを減らす意識もつくと思います。また、ITを利用
する時代から、HPやアプリなど外出先でも情報
が得ることができるようになることは、便利です。 

 ごみの減量はもちろん、さらにゴミの分別、自
主的なゴミ拾い、料理などすべてに生かすこと
ができるこのアイデアは「絶対に実現させた
い！！」と思っています。 



END 

またね！！ 


